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図2:(0,1)および(2,3)の2つのバイナリが出
来ている状態の寿命分布
その結果､binaryが構成する状態のいくつかは寿命分布がべき的となった｡このことは､
系の構造の間の状態遷移は通常の熟揺らぎを基本としたマルコフ的な状態遷移の考え方で
はとらえきれない事を意味しており､マクロな構造変化とミクロな力学的特性とがこのモ
デルにおいて密接に関連していることを示している｡
また､相空間のなかで各状態に移行する領域は複雑に入り組んでいるが､各構造の境界
領域では軌道不安定性が大きくなっている事が示された｡これは力学がマクロな構造変化
に現われた簡単な例である｡
図3:4粒子系での相空
間のbl,P2)断面にお
ける､マクロな状態の
分布｡濃淡の違いが構
造の違いを表す｡一番
白い部分が (1,2)(3,4)
の2-binarieS,黒い部分
は構造が出来ていない ｡
N-4,A-0.001.
図4:図3と同じ断面
における,短時間リヤプ
ノブ数の分布｡図3で
の構造の境界では不安
定性が増大している｡
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